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幼児期に大切にしたい『自尊感』を育む取組 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

幼児期に必要な『からだ力』を育む取組 
 平成２３年度から 5 年間、「幼児期に必要な『からだ力』を育む」というテーマで研究を重ねてき

た。『からだ力』は「からだ」「うごき」「きもち」の 3 つの要素から成り立ち、相互に作用しながら育

まれていくものと考えている。そしてそれぞれを育むために、「体づくり」「動きづくり」「気持ちづく

り」の 3 つの観点から、具体的なアプローチの方法を探り、「『からだ力』を育むための学年別ポイン

ト」ならびに「『からだ力』を育むための指導計画」を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

大学の附属という特色を生かした取組 
 大学の附属幼稚園という特性を生かし大学と連携した様々な取組を「わくわくカレッジ」と称し行っ

ている。大学の先生や学生と連携した様々な取組を通して、子どもの知的好奇心を刺激し、実体験から

“学ぶ喜び”につながる教育を目指している。 

 

 

 

 
    デジタル虫図鑑      絵画ワークショップ    世界文化遺産学習 

 平成１６年度から「自尊感の育ちを考える」―かけがえのない自分を大切に思う心を育む―という

テーマで研究に取り組んできた。本園では、心の育ちに大切なものとして『自尊感』という言葉を導

きだし、この『自尊感』がどのように育まれていくのか、また、保育の中で『自尊感』を育むにはど

のようにすべきか、保育カンファレンスを重ね、それをもとに『自尊感』を育むことにつながる実践

を行ってきた。その成果として、『自尊感』を育むために大切にしていきたいことを、「めざす保育の

あり方」「めざす保育者のあり方」「めざす保護者との関わり」という３つの観点で、まとめた。 

 

 

 
  

この 3 つの観点をもとに、子どもたちの「こころ」に着目した『自尊感』の考え方を教育目標、教育

課程に反映させ、毎日の保育実践に生かしている。 

 

  （めざす保育のあり方》     《めざす保育者のあり方》     《めざす保護者との関わり》 

☆自分の居場所を見つけられる場 

☆心の葛藤を経験できる場 

☆負の経験ができる場 

☆自己実現できる場 

☆安心感を与えられる保育者 

☆許容範囲の大きな保育者     

☆気持ちを大事にする保育者 

☆待つことのできる保育者 

☆保護者の自尊感を尊重する 

☆自尊感について保護者とともに考える 

☆保護者が子どもを肯定的に見ることが  

できるような働きかけをする 

 

2014 年 

ひかりのくにより 

「運動遊びでからだ

力 UP！」を発刊 

2015 年度文部科学省

スポーツ庁「幼児期の

運動に関する指導参

考資料作成事業」受託 


